
【表紙】  

【提出書類】 臨時報告書

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2025年９月12日

【会社名】 株式会社MUSCAT GROUP

（旧会社名　株式会社ライスカレー）

【英訳名】 MUSCAT GROUP Inc.

（旧英訳名　Ricecurry Inc.）

（注）2025年６月26日開催の定時株主総会の特別決議により、2025年７月

１日から会社名を上記のとおり変更いたしました。

【代表者の役職氏名】 代表取締役 大久保 遼

【本店の所在の場所】 東京都渋谷区道玄坂一丁目12番１号渋谷マークシティウエスト　20階

【電話番号】 03-6684-2373

【事務連絡者氏名】 取締役 経営管理本部長 森岡 祐平

【最寄りの連絡場所】 東京都渋谷区道玄坂一丁目12番１号渋谷マークシティウエスト　20階

【電話番号】 03-6684-2373

【事務連絡者氏名】 取締役 経営管理本部長 森岡 祐平

【縦覧に供する場所】 名称　株式会社東京証券取引所

　(所在地)東京都中央区日本橋兜町２番１号
 

EDINET提出書類

株式会社ＭＵＳＣＡＴ　ＧＲＯＵＰ(E39662)

臨時報告書

1/2



１【提出理由】

　当社は、2024年11月14日開催の取締役会において、MOVE株式会社（以下「MOVE社」といいます。）の全株式を取得

し、子会社化することについて決議いたしましたので、金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関す

る内閣府令第19条第２項第８号の２の規定に基づき、臨時報告書を提出するものであります。

　なお、本臨時報告書は当該事実が発生した時点で遅滞なく提出すべきでしたが、本日まで未提出となっておりました

ので、今般、提出するものであります。

 
２【報告内容】

 (1) 取得対象子会社の概要

（１）名称 MOVE株式会社

（２）所在地 東京都墨田区向島二丁目22番６号　ダイアパレス墨田公園103

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役　冨田大揮

（４）事業内容 電動アシスト自転車の販売事業

（５）資本金 300万円

（６）設立年月日 2021年９月16日

（７）大株主及び持株比率
冨田大揮（80%）
柴田基宏（20%）

（８）当社と当該会社との関係

資本関係 該当事項はございません。

人的関係 該当事項はございません。

取引関係 該当事項はございません。

（９）当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態

決算期 2022年８月期 2023年８月期 2024年８月期

純資産 △2百万円 △14百万円 21百万円

総資産 13百万円 3百万円 38百万円

１株当たり純資産 △7,122円49銭 12,869円93銭 128,855円84銭

売上高 0百万円 52百万円 166百万円

営業利益又は営業損失（△） △5百万円 △6百万円 45百万円

経常利益又は経常損失（△） △5百万円 △12百万円 46百万円

当期純利益又は当期純損失（△） △5百万円 △12百万円 36百万円

１株当たり当期純利益 △17,122円49銭 △40,834円69銭 121,031円14銭

１株当たり配当金 ０円00銭 ０円00銭 ０円00銭
 

 
 (2) 取得対象子会社に関する子会社株式取得の目的

　MOVE社は日本発のE-Bike（電動アシスト自転車）専門ブランド「MOVE.eBike」を展開しております。同社は高所得者

層（富裕層コミュニティ）に向けたブランディングやマーケティングにより広告宣伝費を大きくかけずに売上高や利益

を伸長させております。そのため、当社がブランド・サービス領域で培ってきたSNSマーケティングやECモール運営、

オフライン店舗運営の知見は同社の業績を向上させる事ができると考えております。

　また、当社はブランド・サービス領域で自社ブランドの運営を行っており、特に子会社の株式会社WinCではウェルネ

ス領域を中心に業績を伸ばしているため、「MOVE.eBike」はウェルネスへの関心が高い顧客層という類似性からもス

ムーズな事業統合が可能であると考えております。

　上記のような、当社との親和性が高いMOVE社を子会社化することで、当社のブランドポートフォリオの充実が図れる

ことにより、当社の中長期的な成長に資すると判断して株式取得に至りました。

 
 (3) 取得対象子会社に関する子会社取得の対価の額

株式取得価額　　　　　　　　　　　220百万円

アドバイザリー費用等（概算額）　　 21百万円

合計（概算額）　　　　　　　　　　241百万円
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